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　　２００７年度　行政経営改革プランの取り組み

○指定管理者制度の運用の整備
○市税の電子申告（エルタックス）の導入
○新公会計制度導入
○市民センター等の日曜日開設
○公共施設の施設案内予約システム導入拡大
○生活道路舗装管理計画の策定と道路点検

２２００００８８年年度度かかららのの新新たたなな取取りり組組みみ「行政経営改革プラン」で示した４２項目の取り組み状況

２００７年度
取り組みによる効果額
６億２，９５６万円

計画以上に進んでいる　　　　０件

概ね計画どおりに進んでいる　３５件

計画どおり進んでいない　　　７件

○市民的視点によるチェック機能の強化の
ため、外部監査制度を導入しました。
２００７年度のテーマ「土地の取得、処分及
び管理等」について包括外部監査を実施
し、５４の結果及び９４の意見が報告されま
した。

基基本本方方針針１１ 透透明明性性のの高高いい行行政政運運営営のの実実現現

○不燃ごみ１００％、可燃ごみ１２％のごみ収集業務委託
化を実施し、６，３４８万円の削減効果がありました。
○２００８年度から市営住宅と公社住宅の一体的管
理を実現することにより、公的賃貸住宅の窓
口が一本化される他、２４時間、３６５日緊急修
繕等の対応が可能となります。

○定員適正化プランによる職員の配置を行いました。

○特殊勤務手当ての見直しを行いました。２００８年度
は約２，４００万円の削減効果が見込まれます。

基基本本方方針針３３ 人人とと組組織織のの能能力力のの向向上上

○経常経費削減のため、補助金の見直しを行いました。
あわせて使用料及び手数料の見直しを行い、６，５００万
円の効果がありました。
○町田市独自の業務システムから既製品の業務システ
ムに切り替えることにより、１億２，０６９万円の削減
効果がありました。

○「わたしの便利帳」の有料広告枠の拡大や「町田市
ホームページ」への有料広告の掲載を行い、広告収
入が前年比３２８万円増を得ることができました。

基基本本方方針針４４ 持持続続可可能能なな財財政政のの確確立立

行政�

　　「中期財政見通し」と２００７年度決算見込額との比較分析

前年度からの削減人数職 員 数年　度
２，３６２人２００６

△５１２，３１１人２００７
△１５２，２９６人２００８

（単位：百万円）【２００７年度の決算見込額】

計画額と決算見込額との
比較分析

２００７年度（平成１９年度）
歳　入

（一般財源） 差　引決　算
見込額計画額

４，２６０９１，０５０８６，７９０

個人市民税の増、市税徴収率の
増により増加しました。１，１３１６９，７８５６８，６５４市　税

各種交付金が見込みを下回りま
した。△１３３ ８，０７５ ８，２０８譲与税・交付金等

ほぼ予定どおりでした。  １８ ３，７９１ ３，７７３財政調整基金繰入金

前年度からの繰越金が見込みを上
回りました。３，２４４ ９，３９９ ６，１５５その他

各財政指標は、暫定値です。【２００７年度財政指標】

計画額と決算見込額との
比較分析

２００７年度（平成１９年度）

差　引決算見込
数　　値計画数値

人件費（特に退職手当）と、繰出金の伸
びにより、１．９ポイント上がりました。 １．９８８．９８７．０経常収支比率（％）

市税が増収したことなどにより、
０．８ポイント改善しました。△０．８ ６．６ ７．４公債費比率（％）

今年度から算定方法が変更になりました。
従来の算定方法では７．１となります。△３．６ ４．６ ８．２実質公債費比率（％）

市税の増収等により、計画額を確保
しました。  ０  ６０  ６０財政調整基金年度末残高

（億円）
※財政調整基金の年度末残高は、２００８年５月３１日現在のものです。

（単位：百万円）

計画額と決算見込額との
比較分析

２００７年度（平成１９年度）
歳　出

（一般財源） 差　引決　算
見込額計画額

  １，２６３８８，０５３８６，７９０

    ８４１３８，４４８３７，６０７義務的経費

退職手当の伸びにより増加しました。    ８８１２２，２４７２１，３６６人件費

定年退職者は１０４人でした。   １３２ ２，９９２ ２，８６０うち定年退職者分の
退職手当

ほぼ予定どおりでした。   △１２ ８，１４６ ８，１５８扶助費

ほぼ予定どおりでした。   △２８ ８，０５５ ８，０８３公債費

    ４２２４９，６０５４９，１８３その他の経費

国保会計への繰出金が大幅に増
加（＋１２億円）しました。    ８８５１５，４０８１４，５２３繰出金

成人健診や予防接種などの委託
料が増加しました。    ３８６２７，０３０２６，６４４経常事業費

  △８４９ ７，１６７ ８，０１６政策的事業費

ほぼ予定どおりでした。     ６２   １６５   １０３１　市民協働のまちの創造

ほぼ予定どおりでした。　 △６４   ８０７   ８７１２　環境先進都市の創造

小学校新設工事費が一部次年度
に移ったため、減少しました。△１，４２４ １，５３８ ２，９６２３　子育て・保健福

祉のまちの創造

町田市文化交流センターの取得
により増加しました。    ５９８ １，５０６   ９０８４　商業・文化芸術

都市の創造

ほぼ予定どおりでした。    △１   ８４３   ８４４５　行政経営改革プラン

ほぼ予定どおりでした。   △２０ ２，３０８ ２，３２８６　その他（施設修繕等）

２００８年度に繰り越しました。  ２，９９７ ２，９９７     ０歳入－歳出
（＝▲収支不足額）

＊経常収支比率　市税などの経常的な収入が、人件費や扶助費などの経常的支出にどれくらい充て
られているかを表す指標。この数値が高いと、自由に使える金額が少ないことを意味します。

＊公債費比率　市債の償還に要する経費が市の財政に占める割合。この比率が高いと、借金の
割合が高いことを意味します。

＊実質公債費比率　一般会計だけでなく、市民病院や下水道などの公営企業会計への公債費繰
出金を含んで算出した、市全体の公債費比率のこと。この数値が２５％以上になると、「財政
健全化計画」の策定が義務付けられます。

＊財政調整基金　大幅な税収増や決算剰余金が生じた場合に積み立て、財源不足が生じた場合
に取り崩すことにより、年度間の財源を調整し健全な財政運営を図ることを目的とした基
金（積立金）です。

　２００８年度以降の中期経営計画実施の参考とさせていただくため、２００７年度
の取り組み状況について、市民の皆さんの意見を募集します。ご意見の概要
及びご意見に対する市の考え方は町田市のホームページで公表します。「中
期経営計画２００７年度の取り組み状況」は市民相談室（市役所本庁舎１階）、
市政情報やまびこ（市役所中町分庁舎）、各市立図書館、各市民センター、
町田市民フォーラム及び経営改革室（市役所本庁舎３階）で閲覧できるほ
か、町田市ホームページでもご覧いただけます。

次のいずれかの方法で提出して下さい。
①電子メール　町田市ホームページの「トピックス」→「中期経営計画」→
「中期経営計画２００７年度の取り組み状況に関するご意見」を参照のうえ電
子メールで送信して下さい。　　②ファックス　７２４・１１６３

③郵送　〒１９４－８５２０　中町１－２０－２３　経営改革室
※書式は自由ですが、氏名と電話番号を記入して下さい。
※ご意見への個別の回答は行いません。
※公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が含まれるものは無効とします。
※ホームページ等で公表する際は、個人情報は除きます。

基基本本方方針針２２
効効率率的的効効果果的的にに市市民民ニニーーズズにに応応ええらられれるる
行行政政運運営営のの実実現現

中期経営計画２００７年度の
取り組み状況について

ご意見を募集しますご意見を募集します
〈〈募集期間募集期間　８月８月１１日１１日（月）～９月１日（（月）～９月１日（月）月）〉〉

2007年度　主な実施成果


